
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度   

  研究デザイン 

亀山市教育関係職員 研修基本方針

一人ひとりの児童・生徒が個性を生かしながら，なかまとともに主体的に学ぶために

• すべての子どもの学ぶ意欲を高め，社会で生きてはたらく「確かな学力」を育てる教育活動を

すすめる。 

（２）教師の授業力向上を追求するとともに，系統的な指導をすすめる。 

（３）人権を尊重し，なかまとともに，豊かな心と身体をはぐくみ，自己肯定感・自己有用感を高める

教育活動をすすめる。 

（４）地域の人材や活動を活用し，地域とともに特色ある教育活動をすすめる。 

（５）研修履歴を活用した新たな研修制度により，効果的かつ主体的に資質向上をすすめる。 

 

（１）  

 

亀山市立亀山東小学校 〒519-0116 亀山市本町一丁目 9番 9号 

ＴＥＬ 0595-82-0011 ＦＡＸ 0595-82-9693 

 



1. 学校教育目標 

 

 

 

 

２．研究主題及び研究領域 

 

 

 

 

 

３. 研究主題設定の理由 

 一昨年度から「生活科・総合的な学習の時間」を研究領域とし，子どもたちの主体的・共同的な学びを深め，ともに生

きる力を育む取り組みをすすめてきた。昨年度の成果と課題をもとに，今年度もさらに取り組みをすすめることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの「やってみたい」から始まる授業づくり 

～地域のひと・こと・ものを活かして～ 

領域：生活科・総合的な学習の時間 

地域の中で生き生きと学び 豊かな心をもって よりよく生きる子どもの育成 
子どもたちがいきいきと楽しく学ぶ学校 

一人ひとりの子どもに居場所がある学校 

保護者・地域と教職員が手を取り合って進む学校 

 

課題 

・子どもの考えや思いにもっと寄り添えるように，単元構想をより柔軟に。 

・子どもの考えや思いに寄り添って，その時に応じて地域の「ひと・こと・もの」に関わらせていく。 

・総合的な学習の時間へつなぐ生活科の在り方をさぐる。 

・各学年の内容を系統立てて，つけたい力を確実に身につけさせていく。 

成果 

・子どもたちの「やってみたい」を大切

にしながら進めることで，主体的に活

動することができた。 

 

・「情報収集」「整理・分析」「まとめ・

表現」の一連の活動を通し，次の課題

へとつなぐ活動とすることができ，自ら

解決しようとしたり学びを深めたりする

姿が見られた。 

 

・タブレット端末等を活用して，調べた

りまとめたりする活動に学年に応じ，取

り組むことができた。 

単元構想を練る。 

ゴールを子どもたちに示し，さまざまな方法を使

って，子どもたちの「やってみたい」を大切にした

活動にしていく。 

地域のひと・こと・ものを活用する。 

学年に応じて，また子どもたちの「やってみたい」

に応じて，地域のひと・こと・ものに出会わせてい

く。 

他教科で学習したことを活かす。 

国語で学習する話し方・聞き方や，算数で学習し

たグラフと表など教科横断的に学習をすすめて

いく。 

めざす子どものすがた・教職員のすがた 
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４．研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわく 

子どもたち自ら課題設定を

できる場の工夫 

なるほど 

課題解決に向けた 

情報収集方法の提示 

じっくり 

対話を通して行う整理・分析のグループ活動 

もっと 

まとめ・表現を 

繰り返し行う場面設定 

もっと もっと 

次の課題につながる

振り返りのための 

ポートフォリオ 

研究主題 

子どもたちの「やってみたい」から始まる授業づくり 

～地域のひと・こと・ものを活かして～ 

領域：生活科・総合的な学習の時間 

亀中校区研究主題 

自他を認め， 

ともに学び合い，

高め合う 

児童・生徒の育成 

学びを支える学級づくり～人権教育推進委員会と連携～ 

学びを支える基礎学力づくり～学習部と連携～ 

地域のひと 

協働的に学ぶ力 

・人とのつながりから学ぶ力 

・他者との学びから社会で活用できる力 

課題設定の力 

・新たな課題を設定する力 

・調べたことから考えをもち，自分の生活や 

考え方を振り返る力 

探究的な学びを通して，子どもたちにつけたい力 

情報収集 

整理・分析 

まとめ・表現 

課題設定 

 

新たな課題設定 

地域のもの 

地域のこと 

話
す
力 

き
く
力 



５．研究内容 

 

 

 

 

 

探究的な学習となるための手立て 

地域素材を生かした単元構想・授業づくり 

地域のひと・もの・ことを学習過程で活用できる単元つくりを行う。単元を通して，つけたい力や目指す子どもの姿，

学習のゴールを明確にして単元構想を作成する。また，各学年の発達段階に応じたテーマの設定，学校や地域の特

色を生かしたテーマを設定する。 

 

授業づくり 

①  わくわく  子どもたち自ら課題設定をできる場の工夫 

子どもたちが自ら課題を見つけられるような場の設定を行う。疑問を起こす課題設定を工夫する。 

例：ウェビング法（学級，グループ，ペア，一人）・・・一つの事柄から関連する事柄をつなげたり，調べたいことをキーワ

ードとしてその解決のために必要な事柄を考えてつなげたりして，網のように広げていく方法 

例：他教科からの課題提起，マンダラート，KJ法    など 

 

②  なるほど   課題解決に向けた情報収集方法の提示 

探究的な学習で過程に沿った情報収集の仕方を選択できるように一覧にまとめ提示する。子どもが情報収集一覧

を活用することで情報収集のための知識技能，情報収集の手段を選択する思考力・判断力を身につける。 

 

③  じっくり   対話を通して行う整理・分析のグループ活動 

収集した情報を選択し活用しながら，子ども同士のやりとりやグループで質問する時間などを設けながら，資料を

整理したり，分析をしたりする。自らの考察などを交流することで，まとめや発信の仕方，新たな気付きや方向性が見

いだせるグループ活動を取り入れていく。そこでの，教師の発問の仕方，出場を考える。 

 

④  もっと   まとめ・表現を繰り返し行う場面設定 

細かな単元構想の中で，調べたり，考えたりしたことを文章や絵，表やグラフにまとめ，発信する場面を多く設定す

る。まとめの段階では，様々な思考ツールを活用したり，新聞やポスターなどに考えを書き出したりして思考の整理が

できるようにする。表現の段階では，他学年や外部への発信など，表現の場面を繰り返し設定する。表現の機会を多

くすることで，子ども同士の表現方法の工夫や考えの深まりをめざす。 

 

⑤  もっと もっと   次の課題に繋がるふり返りのためのポートフォリオ 

自分がその頃，その場面，その時間に調べたことや考えたことを，適宜，プリントなどに記録して，ファイリングして保

存していく。自分の考えや思ったことを振り返り読むことで，思考を再確認したり，次の課題へとつながるような新たな

気付きが生まれたりできるよい資料となっていく。ICT機器などを利用し，書き込んだもの，資料等を保存しておくのも

よい。 

 

  各教科等の学びを活かす 

総合的な学習の時間において，子どもや教員が各教科等の学びを活かすことができるように教科横断的な学習

を行う。学習を進める中で，子どもと共に各教科との関連を確認していくことで，子どもも教員も各教科の学びと総

合的な学習の時間との関連を認識し，活かすことができるようにする。  

 


